
東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 2 4

学校教育施設修繕・工事業務

学校施設の改修・修繕及び設備の修繕・更改等を実施します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 学校施設等長寿命化個別計画

活動内容

課　　名 学校教育課 係　　名 学事係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

学校施設等の大規模改修等

学校施設等の改修等

学校施設等の修繕等

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4420 メールアドレス gakkokyoiku@city.toon.lg.jp

２ 安全・安心な教育環境の整備

事業区分

事業の目的 安心・安全な教育環境を実現するため。 根拠法令等

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 学校教育の充実

022 2001 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

長寿命化改修等実施棟数 学校施設等長寿命化個別計画 棟
7 11 13 70

6 7

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 10,795 61,097 0

地方債 101,100 345,100 1,610,500

その他特定財源 0 0 0

一般財源 170,835 466,005 1,720,147

1.384 8,790 1.735 10,953 1.735 10,953

計(Ａ) 282,730 872,202 3,330,647

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 学事係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

高度経済成長期に整備された校舎等の老朽化が進み、一斉に改築や大規模改修の時期を迎えており、多額の費用が必要となっています。

効率性 最大限の効果を発揮するよう設計を行い、入札により適正な金額で実施しています。

改　革
計　画

更新時期を迎える校舎等について、学校等施設長寿命化個別計画に従い、更新費用の削減と平準化を図りながら改修等を進めます。小規模な改
修・修繕については、優先度を精査し実施します。また、学校施設のあり方について検討を進めます。

今後の方向性 現状維持

各学校からの要望等を基に、緊急性を考慮して順次実施していますが、施設や設備の老朽化が進んでいることから要望箇所が多く、改修等が追い
ついていない状況です。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

当初予算化事業について予定どおり改修工事を完了し、教育環境の改善を図ることができました。
学校施設は基本的な教育条件の一つであり、今後も教育水準の維持向上の観点から、児童生徒の安全・安心な教育環境を確保するた
め、今後も計画的に老朽施設の長寿命化改修等を進める必要があります。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 291,520 883,155 3,341,600

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

安全・安心な教育環境を実現するため、学校の施設や設備を適正に維持管理する本事業の必要性は大きいです。

有効性 学校施設等の改修等を計画的に実施することは、安全・安心な教育環境を実現する上で、極めて有効です。

達成度

学校教育課長
総　合
評価点

mailto:gakkokyoiku@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

学校教育施設保守・管理業務

各種設備の保守点検等を行い施設を適切に維持管理します。ま
た、必要な物品の購入や備品の修繕を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 学校教育課 係　　名 学事係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

施設設備保守点検等委託契約事務

備品購入事務

備品修繕事務

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4420 メールアドレス gakkokyoiku@city.toon.lg.jp

２ 安全・安心な教育環境の整備

事業区分

事業の目的 児童生徒が快適に学習できるよう、教育環境を整備するため。 根拠法令等

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 学校教育の充実

022 2007 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間指定なし

最終目標

整備実施学校数 教育環境の整備を行った学校数 校
9 9 9 9

9 9

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 476 674 573

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 139,501 135,977 188,166

1.029 6,535 1.029 6,496 1.029 6,496

計(Ａ) 139,977 136,651 188,739

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 学事係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

現在、適切な維持管理を実施できていますが、施設設備・備品の老朽化に伴い、更新・修繕の増加が懸念されます。

効率性 学校、業者と連携し、効率よく業務を進めています。

改　革
計　画

計画的に施設設備や備品の更新を行うことで、維持管理コストの削減や予算の平準化に努めます。

今後の方向性 現状維持

法令等に基づき施設設備の保守点検等を行っており、また、学校から要望のある備品等についても概ね購入しています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

学校管理備品の購入や各種保守点検及び適切な修繕等による維持管理を行い、各校の環境整備に寄与することができました。
今後も学校の管理運営を円滑に推進する必要があります。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 146,512 143,147 195,235

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

小中学校の教育環境整備として今後も施設設備の維持管理や備品の購入等を行う必要があります。

有効性 教育活動に支障が出ないよう、施設設備故障の未然予防や備品の購入・修繕を行う必要があり、事業目的に対する貢献度は高いです。

達成度

学校教育課長
総　合
評価点

mailto:gakkokyoiku@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 4

平成 16 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市でなければ、地域の実情をよく知る行政区の代表、保護者、学校関係者等と一体となって青少年の非行防止及び健全育成を基調とした活動を行
う事ができません。

有効性 街頭補導活動等を行うことにより、少年非行、犯罪、不審者等の抑止に繋がっています。

達成度

学校教育課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,853 4,013 4,143

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.000 2,109 1.000 2,093 1.000 2,093
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 学事係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

補導委員の不足や資質の向上、また、補導活動に対するやりがいの創出が課題となっています。

効率性 街頭補導活動１回当たりの報酬の額については、他市町と同程度です。

改　革
計　画

東温市少年補導センター条例施行規則を改正し、補導委員の委嘱方法に公募等の方法を追加し、補導委員の不足対策を行いました。また、資質
の向上を目的として、東温市青少年補導委員の職務に関する要綱を定めました。最後に、やりがいの創出として、感謝状贈呈要領を定め、顕著な
補導活動を実践してきた者に感謝状を贈呈しました。

今後の方向性 方法改善

街頭補導活動については、天候により計画通り実施できない場合もありますが、概ね目標を達成しています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

補導委員が定期的に青色防犯パトロールによる見せる補導活動を実施することにより、喫煙・飲酒・深夜徘徊等の不良行為の防止につ
ながっています。
今後も関係機関と連携し、意見交換や情報共有を行いながら非行防止等に取り組み、青少年の健全育成を推進していく必要がありま
す。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 937 1,118 1,248

0.127 807 0.127 802 0.127 802

計(Ａ) 937 1,118 1,248

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

街頭補導活動実施回数 年間計画に対する実績 回
34 34 34 34

32 32

指標名

公的関与

089-964-4420 メールアドレス gakkokyoiku@city.toon.lg.jp

２ 地域ぐるみで取り組む青少年健全育成活動の推進

事業区分

事業の目的 青少年の健全育成を推進するため。 根拠法令等 東温市青少年補導センター条例

総合計画 政策目標 ４ 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 青少年の健全育成

022 2063 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

青少年補導事業

関係機関と連携し、街頭補導活動、有害図書回収、教育相談等を
実施します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 学校教育課 係　　名 学事係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

街頭補導活動（有害図書回収含む）

教育相談

少年健全育成推進協議会

達成度を
測る指標

mailto:gakkokyoiku@city.toon.lg.jp

